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FeClaにおゆるF8叶不純物の局在スピン共鳴

























































第 2 回 .Fe喝 .之の スピン構造とFe3+不純物 (打〆Hc)
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まりまわ､りのFe2+ と独滋 に)動 くことができる｡
回 まわりのFe2+か らくるeffecもivefieldは IayeT内とIayeT間の
各々についてEc上下のデータから完全に決められるO鑑真は共に反強磁隆



















465. なお 関連 した理 論をう ぎ に金 森 氏が 書いておられる｡
CoCユ2I2E20のスピン配列
- Ising模型の基底状態をきめる一方法-
金 森 贋 次郎 (阪大理)
(6月21日 受理)
Isingspins,ysもemでとくEJC外部磁場の存在する場合にエネルギーの最
低状態を決定する事は.冒eisenberg模型の場合に比べて容易とはいえないO
後者の場合には､Yoshimori-XaplanによるSpinの Fourier変換を用い
る方法が有力であるが. これは工singSpinには適用できない.以下で.
coq12･2号王20についてOguchi-Takanol)によって提案された=sing模型に
刑をとって.基底状態を厳密に求める一つの方法を提案する.
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